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断熱パネル製造のリードタイム短縮並びに
省力化を実現する生産体制の構築

　モントリオール議定書に定められた「2020年までのフロン

全廃」に先駆けて「完全ノンフロン断熱パネル」を開発したが、

安価な輸入断熱パネルと価格面の競合が厳しく、リードタイム

短縮並びに省力化による価格競争力強化の課題解消及び問題

となっている地球環境への貢献としてノンフロン断熱パネルの

拡販に努めたいとの考えがあった。その手段としてリードタイ

ム短縮並びに省力化を実現するために新型ホーミング機の導

入によって、生産工程の大幅な見直しによる生産性の改善に伴

う原価抑制により、フロンを使用した海外製品との価格競争に

耐えうる生産体制の強化が今回の目的であった。   

 

　2020年までのフロン全廃の決定事項に対して、弊社ではいち早くフ
ロンを一切利用しない「完全ノンフロン不燃断熱パネル」を開発した。
ただ、「ノンフロン断熱パネル」に使用する原材料価格の高騰によって
製造コストが15％～20％上昇したことでフロン使用の安価な輸入断
熱パネル製品に急激にシェアを奪われている状況にある。地球環境に
貢献できるものの、価格差があれば安い製品を使わざる得ないという
選択はやむ得ないと考えられ、地球温暖化防止に貢献したいとの企業
理念を背景にフロン断熱パネルと同等の価格設定が出来る生産体制
の構築が必要との考えから今回の補助事業申請に至った。
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新型ホーミング機の導入によって生産性の大幅

な改善が進められたことで製造原価の抑制と共

に価格競争力を強化することが出来ましたが、そ

の他断熱材の加工に関しても投資を行ない更に

製造効率を高める意向であります。また、議定書

の期限とされる2020年には国内に目を向ける

と東京オリンピック開催時期と重なることで、弊

社開発製品である「完全ノンフロン不燃断熱パネ

ル」の需要も高まると期待され、業績の向上はも

ちろんの事「ノンフロン断熱パネル」の拡販に

よって当社が地球温暖化など環境問題の改善の

一助になればと期待しています。   

 

今後の展望・活動予定

ものづくり技術

設備のみ

本事業への取り組みの経緯

　生産体制に関しては新工場を稼働させて間もなかったためにレイア
ウトなどの問題はなく、機械メーカーと新型ホーミング機の加工幅や成
型速度及び成型板厚等の仕様について希望を伝え打ち合わせを重ね、
機械メーカーは製造元と連携して構造設計を行い、発注・製作に繋げて
据付後、試運転検収を実施。新型ホーミング機の据付後には100回の
試運転を実施。従来は7工程の作業に4人体制で対応し、11分の時間
を必要とする状況であった。試運転当初は初めての機械ということも
あって時間は12分40秒と従来を超える状況であったが、作業員の習
熟度も高まり、100回目では4分05秒まで短縮することが出来た。結果
として工程は4工程となったことで2名体制となり作業時間は4分へと
大幅に短縮できたことで製造原価の約10％の削減が期待される数値
となり、以降も作業員の習熟度向上から生産効率化は高まっている。ま
た、併せて他部署の生産体制の改善も実施し、更にリードタイム短縮及
び省力化を進めて人件費の圧縮を実現して製造原価を抑制する意向
にある。パネル業界にて「ノンフロン」の「断熱パネル」を製造している
のは弊社のみであるが、上述した生産体制の効率化で製造原価を抑制
してフロンを利用した海外製品や国内同業他社に対抗出来うる価格
設定が可能とされる。

実施内容

　新型ホーミング機導入により生産工程の削減や作業員の習熟度の向上、加えて他部署の生産体制の改善によってリードタイム短縮・省力化によっ
て人件費の圧縮が実現できたことで製造原価圧縮が進められている状況にある。また、現状は売上の約80％がＯＥＭとなっていることで契約先との
縛りがあり、新規・直販比率を向上させることが難しく、万が一ＯＥＭ先が断熱パネルの生産を内製化した場合に当社業績が受ける影響が大きいこと
が問題であったが、今年に入り新規に直販契約が成立したことで、新型ホーミング機導入によるコスト削減によって製造原価が抑制され業績の向上
への足掛かりになると予想される。また、海外や国内メーカーとの価格競争にも対応できる販売価格が実現できると期待されている。その他効果と
しては、作業効率の高まりによって残業費を中心とした経費が圧縮されたと同時に従業員の残業を含めた労働時間の短縮を実現でき、昨今叫ばれて
いるワークライフバランスの実現によって、従業員の健康維持などを含めた満足度向上にも繋げることが出来た。

取組成果・波及効果
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現状のホーミング機
現在の生産工程は以下のような流れです。

鋼板コイルをプレス機に送る装置

①アンコイラー

鋼板の表面に養生フィルムを貼ります。

②フィルム貼り

鋼板の長辺方向を切断します。

③シャーリング

鋼板の短辺方向を切断します。

④スリッター

鋼板を箱曲げする為にコンベア上で四隅を
エアニッパーでカットします。

⑤四隅切断

長辺方向のみの曲げ加工を行い、半製品の状態に
なります。 長辺方向の曲げ加工後、短辺方向の

曲げ加工を行います。

⑥ホーミング

①アンコイラー

②フィルム貼り

③スリッター

④ホーミング・ベンダー

半製品をベンダー機まで運び、短辺方向の
曲げ加工をします。

製品1枚につき「7工程・4人体制・11分」
かかっていました。

現状の③+⑤+⑦の工程が不要となり、
「4工程・1人体制・1分」で完成します。

⑦ベンダー

⑧完成品 ⑤完成品

新型のホーミング機

新型機械の生産工程は以下のような流れです。

不要

不要

不要

鋼板

切断

切断

鋼板

フィルム

1枚につき
2分ロス

移動3分+
加工5分ロス
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